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1　問題の所在
　授業力とは、教員としての資質能力を総合的に構成する「実践的指導力」の要素の一つで
あると位置づけられている。時田詠子（2009）は、文科省による「実践的指導力」の捉え方
の変遷を次のようにまとめている。
　　　「昭和 62 年答申（注 1）」当初は、「実践的指導力」をいくつかの要素の総和として捉え、
初任者以降に身に付けるべきとしていた。最近では、「昭和 62 年答申」の「実践的指導
力」の構成要素に授業力や人間力を付加した力量を大学の養成課程までに身に付けるべ
きとしている。（p.250）
　現代の学部における教員養成課程では、授業力を学校現場の授業で活用できるまでに高め
られた力量――本稿で言うところの「実践的な授業力」として「身に付けるべき」ことが求
められていることが理解できる（注2）。学校現場において授業を支障なく展開できるだけの授
業力を、学部の教員養成課程までに「身に付けるべき」とした方向性は、教員の大量退職時
代を迎えるにあたっても必要な方策であると考える。
　現代の学校現場において授業を支障なく展開するためには、言語活動を効果的に取り入れ
た、いわゆる「活用型」学習を構想・実践できる授業力がどうしても必要になる。「活用型」
学習とは、「単元という課題解決の過程において、言語能力を使いこなして課題を解決する
ことを通し、思考力・判断力・表現力等を育成する学習」ととらえている。
　天野かおり他（2014）は、「活用型」学習を大学で学ぶ際に生じる問題を、次のように述
べている。
　　　教員養成に係る大学での講義が、座学に偏し、知識伝達型の一方通行に終始しがちで
あるとの指摘は論を俟たない。現状に鑑みれば、多くの学生が「活用型」学習を自らは
体験しないまま、あるいは「活用型」の指導スキルを身につけないまま大学を卒業して
教員になっていると言わざるを得ない。そうした学生たちであっても、学校現場でキャ
リアを重ねるに伴って「活用型」の教育を実践できる授業力を自然に備えるようになる
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のだと期待することは楽観的に過ぎるであろう。（p.8）
　中学校・高等学校で講義型の一斉指導を受けてきたであろう学生が、大学でも座学形式で
「活用型」学習の理論だけを学んでも「実践的な授業力」として身につかないという指摘はもっ
ともなことである。そこで、天野他は、「『活用型』学習を学生自ら体験させることを通じて、
『活用型』学力の形成を企図する授業づくりを構想させる試み（p.8）」を提案し、実際に句
会を学生自ら体験させるという授業を実施している。
　このように、大学教員等が実施する模擬授業や学生が実施する模擬授業を通して、言語活
動を効果的に取り入れた「活用型」学習を体験させる授業実践例は少なくない（注3）。これら
の取り組みは、大学の授業における実践面での不足を補い、「実践的な授業力」の向上を目
指す上で効果的な手立てであると考えられる。しかし、模擬授業を体験させること自体に重
点が置かれてしまうと、「活用型」学習が持つ「言語活動を通して指導事項を指導する」と
いう授業構想の中で、「どのように力をつけるか」という省察に基づく体系化が不十分とな
りがちである。授業自体が活動主義に陥ってしまうと、「実践的な授業力」の知識を体系的
に身につけられないため、「模擬授業あって実践的な授業力なし」と評されるような、いわ
ゆる「這いまわる模擬授業」となってしまう危険がある。「どのように力をつけるのか」とは、
「どのような言語活動を通してどの言語能力をどのような手立てで身につけるのか」という
意味で使っている。ここでは、模擬授業を体験すること自体に実践的な意義を見出すのでは
なく、体験した「活用型」学習の授業構造を省察することで体系化し、「どのように力をつ
けるのか」を自覚的に認識するため（メタ化）の過程を位置づけることで、それを他の授業
文脈でも使用可能な汎用性のある「実践的な授業力」として獲得させるための方法を具体的
に示したい。
2　研究の目的と方法
　本研究では、「国語科指導法」や「国語科教育法」などの教員養成課程に関する科目を受
講する学生たちに、学校現場の授業で活用できるまでに高められた「実践的な授業力」を身
につけさせることを目的としている。ここでは、「実践的な授業力」の中核として想定した、「活
用型」学習を構想・実践できる授業力を、体験した模擬授業の授業構造を省察することを通
して体系化する方法で獲得させることをねらいとしている。
　具体的な方法として、以下の三点を「中等国語科指導法Ⅰ」の授業に取り入れて実施する。
　①　「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C読むこと」〔伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項（古典）〕すべての領域・事項について、概論を講義するだけでなく、
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吉田による提案（モデル）授業や学生による模擬授業を実施する。
　②　単元を貫く言語活動の中に設定した「意図的な場面」において、身につけさせるべき
言語能力を確実に発揮させるための具体的な「手立て」を考えさせる場を設定する。
　③　提案（モデル）授業・模擬授業後に、体験した「活用型」学習の授業構造を省察する
ことで体系化し、「どのように力をつけるのか」を自覚的に認識した内容を「指導観」
として記述する。
　平成 27（2015）年度に吉田が実施した「中等国語科指導法Ⅰ（受講生 36 名）」における、
①②③の取り組みを授業実践例を挙げて報告する。
3　「中等国語科指導法Ⅰ」の授業の概略
　受講生 36 人の内訳は、教育学部の 2年生 10 名・3 年生 10 名（計 20 名）、人文学部の 2
年生 15 人・3年生 1人（計 16 名）である。教科に関する科目を初めて受講する 2年生が 7
割を超えている。中学校・高等学校において言語活動を効果的に取り入れた「活用型」学習
を体験した自覚がない学生たちである（アンケートより）。2年生に関しては、全員が本講
座で初めて模擬授業を体験する。
⑴　「中等国語科指導法Ⅰ」の目的・内容と授業概要
　平成 27（2015）年度の「中等国語科指導法Ⅰ」に関するシラバスは、以下の通り作成した。
1　目的と内容（①②③をアクティブ・ラーニングを通して行う）
　①中学校・高等学校で国語科を指導するための基本的な知識・技能を身に付ける。
　②中学校・高等学校で国語科の指導を行う際に必要となる言語能力（話す・聞く・書く・読む）やコミュ
ニケーション能力、課題解決能力を培う。
　③中学校・高等学校で国語科を指導する内容や方法を言語活動を通して理解する。
2　授業概要
　⑴　オリエンテーション　　　国語科授業改善の要点
　⑵　1分間スピーチ（「私の目指す国語科授業」）　　　国語科授業の基本構造
　⑶　中学校学習指導要領（国語編）の基本構造（指導事項と言語活動との関係を中心に）
　⑷　「A話すこと・聞くこと」の学習指導の概略
　　　提案（モデル）授業⑴：吉田実施　★「指導観」として単元の流れをまとめる 1
　⑸　「B書くこと」の学習指導の概略
　　　提案（モデル）授業⑵：吉田実施　★「指導観」として単元の流れをまとめる 2
　⑹　「B書くこと」班担当模擬授業 1班・2班
　⑺　「B書くこと」班担当模擬授業 3班
　　　　★「指導観」として単元の流れをまとめる 3
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　⑻　「C読むこと」の学習指導の概略
　　　◎模擬授業の単元構想：言語能力を身に着けさせるための「手立て」の考案⑴
　⑼　「C読むこと」班担当模擬授業 4班・5班
　⑽　「C読むこと」班担当模擬授業 6班
　　　★「指導観」として単元の流れをまとめる 4
　⑾　〔伝統的な言語文化〕の学習指導の概略
　　　◎模擬授業の単元構想：言語能力を身に着けさせるための「手立て」の考案⑵
　⑿　〔伝統的な言語文化〕班担当模擬授業 7班・8班
　⒀　〔伝統的な言語文化〕班担当模擬授業 9班
　　　★「指導観」として単元全体の流れをまとめる 5
　⒁　中等国語科教育法Ⅲの「模擬授業」に参加
　⒂　中学校国語科学習指導の実際（現役中学校教員による模範授業）
　
⑵　研究の具体的な方法①②③との関連
　①　提案（モデル）授業・班別模擬授業の実施について
　　ア　提案（モデル）授業の概略
　第⑷時では、「A話すこと・聞くこと」の学習指導、第⑸時では、「B書くこと」の学習指
導について取り上げている。授業の時間配分は、第⑷⑸時ともに、概論 40 分、提案（モデル）
授業 30 分、「指導観」の記述・検討 20 分である。たとえば、第⑷時における「A話すこと・
聞くこと」では、中学校 2年生を想定して、「『ネットニュース』をキャッチ！」という提案
（モデル）授業を実施した。具体的には、次のような言語活動である。
　①　教師が音読する 400 ～ 600 字程度の「Yahoo！」などのインターネットのニュースを
キーワード（話の要点）を書き取りながら聞く。
　②　班ごとにキーワード（話の要点）を組み合わせて記事の「見出し」を予想し、13 字（程
度）で表現したものを板書する。
　③　実際の見出しを提示し、一番類似している班を選ぶ。
　　イ　班別模擬授業の概略
　班別模擬授業は、第⑹⑺時に「B　書くこと」、第⑼⑽時に「C　読むこと」、第⑿⒀時に〔伝
統的な言語文化と国語の特質に関する事項（古典）〕について実施した（注4）。
　受講生 36 人を 4人組で 9班に編成した。授業の時間配分は、1時間で 2班実施する場合は、
1班目模擬授業 40 分、評価表記入 4分、吉田講評 1分を 2回繰り返す設定である。1班が実
施の場合は、模擬授業 40 分、評価表記入 4分、吉田講評 1分、単元全体についての吉田講
評 15 分、「指導観」記述・検討 30 分の設定である。
　模擬授業は受講者全員が実施する。具体的には、次のような形式で行った。
　①　1単位時間（40 分で設定）を班員 4人による 10 分ずつのリレー形式で展開する。
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　②　4人で教材研究を行い、「本時の目標」「本時の展開」が記載された学習指導案を作成
する。
　②　単元を貫く言語活動の中に設定した「意図的な場面」において、身につけさせるべき
言語能力を確実に発揮させるための具体的な「手立て」を考えさせる場の設定について
　単元における最終的な目標は、言語活動による課題解決そのものではない。「言語活動を
通して指導事項を指導する」という言葉によく表現されているように、学習指導要領が意図
しているところは、単元という課題解決過程において、言語活動という手段を用いて、指導
事項にある言語能力を確実に身につけさせるという点にある。そのためには、身につけさせ
るべき言語能力を、単元を貫く言語活動の中に設定した「意図的な場面」において発揮させ
るための具体的な「手立て」をあらかじめ準備しておく必要がある。
　たとえば、第⑷時における「『ネットニュース』をキャッチ！」の場合には、身につけさ
せるべき言語能力が、次のような「手立て」として「意図的な場面」において発揮させられ
るように準備されていたことを自覚的に認識させた。
【指導事項】
　Ａ（1）エ　話の論理的な構成や展開などに注
意して聞き、自分の考えと比較すること。
×
【単元を貫く言語活動】
　教師が音読したインターネットの記事を要約
し、13 字程度の見出しで表現する。
【身につけさせるべき言語能力】
　指導事項の「話の論理的な構成や展開などの注意して聞」く力を、ここでは「話の要点」を聞き取る力と
して設定する。
【具体的な手立て（言語活動の中で言語能力を確実に発揮させる「意図的な場面」）】
　①教師が音読するネット記事の内容を、キーワードをメモしながら聞き取らせる。
　② 4人班において、それぞれが聞き取ったキーワードを比較し、検証させる。
「『ネットニュース』をキャッチ！（中 2）」の授業構造
　③　「どのように力をつけるのか」を自覚的に認識（メタ化）した「指導観」の記述につ　
いて
　第⑷⑸時における提案（モデル）授業の「指導観」の記述練習は、今後の班別模擬授業に
おいて自力で記述する「指導観」のモデルとなる。そのため、初めて「指導観」を記述する
他学部の受講生でも、その単元で「どのように力をつけるのか」――つまり、「どんな言語
活動でどの言語能力をどのような手立てで身につけるのか」が明確に理解できるように、第
⑷⑸時ではまず、吉田が作成した空所補充型のモデル文を敷き写す方法で練習させた。
　すべての「指導観」は次の三要素で構成している。
　①　指導事項と言語活動との関係を、最初に一文で明記する。
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　②　単元全体の学習活動（言語活動）の流れを簡潔にまとめる。
　③　「どの言語能力」を「どの場面で」発揮させるのかの具体的な「手立て」を説明する。
　第⑷時「『ネットニュース』をキャッチ！」における提案（モデル）授業の「指導観」は、
次のようなモデル文に沿って記述させた。
　本授業は、（①どのような）言語活動を通して、第 2学年の「A話すこと・聞くこと」の指導事項「（②ど
の項目）」を指導するものである。
　指導にあたっては、まず、教師が音読する 400 ～ 600 字程度のネット記事の内容を、キーワードをメモし
ながら聞き取らせる。ここでは、（③何を）を考える力が発揮される。次に、4人班で聞き取ったキーワー
ドを比較することで、（④何を）を検証させる。最終的に、13 字程度の見出しとして表現させることで、聞
き取った内容の要点を活用する場を設定する。
【記入例】
　①教師が音読したインターネットの記事を要約し、13 字程度の小見出しで表現する
　②A（1）エ　話の論理的な構成や展開などの注意して聞き、自分の考えと比較すること
　③「話の論理的な展開」に注意して、話の要点はどのようなことにあるのか
　④一人ひとりが聞き取った中心的な内容が適切であったかどうか
「『ネットニュース』をキャッチ！（中 2）」の「指導観」作成のためのモデル文
　第⑷⑸時の二回のモデル練習後、第⑺時で「B書くこと」、第⑽時で「C読むこと」、第⒀
時で〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（古典）〕の「指導観」を自力で記述さ
せた。体験した「活用型」学習の授業構造を省察することで体系化し、「どのように力をつ
けるのか」を自覚的に認識させること（メタ化）をねらいとしている。記述した「指導観」
は一旦持ち帰り、推敲してからレポートとしてワープロソフトで打ち直し、次時に提出させ
た。
4　「中等国語科指導法Ⅰ」の授業の実際
　ここでは、第⑾⑿⒀時に、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（古典）〕におい
て実施した、「あづま下り（伊勢物語）を双六にしよう～文章の構成や展開を確かめる～（国
語総合）」の授業づくりを報告する。本単元は、国立教育政策研究所が作成した『評価規準
の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【高等学校　国語】』に掲載されている「活
用型」学習の実践モデルである。
⑴　第⑾時の授業［概論と「手立て」の設定］
　第⑾時では、「〔伝統的な言語文化〕の学習指導の概略」の確認後に、「◎模擬授業の単元
構想：言語能力を身に着けさせるための「手立て」の考案⑵」を実施した。「『あづま下り（伊
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勢物語）』を双六に書き換える」という言語活動は、一見奇抜なものに感じられるが、基本
的に国語総合の言語活動例「C⑵ア　文章を読んで脚本に書き換えたり、古典を現代の物語
に書き換えたりすること」を受けているため、「漢詩を散文（物語・随筆）に書き換える」「物
語文を脚本に書き換える」などの言語活動と同系統の手法に分類できる。副題の「文章の構
成や展開を確かめる」は、国語総合の指導事項「C⑴エ　文章の構成や展開を確かめ、内容
や表現の仕方について評価したり、書き手の意図をとらえたりすること」を受けているため、
全体としては極めてオーソドックスなわかりやすい構造を持った単元だといえる。
　指導事項と言語活動の関係を確認後、次のような単元構成図で学習活動の流れを確認した。
　第 1時を 7班が、第 2時を 8班が、第 3・4 時を 9班が担当することを確認し、自分たち
が担当する授業の授業構造を考えさせ、以下のようにまとめさせた。第 2時を担当する 8班
が設定した【具体的な手立て（言語能力を発揮させる「意図的な場面」）】の例を提示する。
『あづま下り（伊勢物語）』単元構成図
［理　解］①学習の見通しを持つ
（第　1　時）②音読を通して、文章の展開（ストーリー・場面の展開）と
　　　　　　大体の内容を捉える。
［思　考］③学習プリントを基に双六を作成する。
（第　2　時）④双六と本文・口語訳とを読み合わせ、不整合な部分を修正
　　　　　　する。
［表　現］⑤実際に双六を行う。止まったコマに主人公としての気持ち
（第　3　時）　をツイート（書き込み）していく。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
課題設定
課題解決
学習課題　「『あづま下り（伊勢物語）』を双六にしよう」
［交　流］⑥双六を振り返ることで、歌物語としての構成や展開と、和
（第　4　時）　歌による心情表現の仕方をまとめる。
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【指導事項】
　Ｃ（1）エ　文章の構成や展開を確かめ、内容
や表現の仕方について評価したり、書き手
の意図をとらえたりすること。
×
【単元を貫く言語活動】
　　「あづま下り（伊勢物語）」を双六に書き換
える。
【身につけさせるべき言語能力】
　　指導事項の「文章の構成や展開を確かめ」る力を、ここでは「①作品全体の筋（ストーリー）や、②場
面や人物の心情の変化」を読み取る力として設定する。
【具体的な手立て（言語活動の中で言語能力を確実に発揮させる「意図的な場面」）】
　①作品全体の筋（ストーリー）の読み取り
　・全体を「旅立ちの理由ゾーン」「八橋ゾーン」「駿河ゾーン」「すみだ川ゾーン」の 4段落に分ける。さ
らに、それぞれのゾーンを 6場面に分ける（これが、双六のコマになる）。
　・それぞれの場面（コマ）の内容を 15 字以内（程度）で要約する。
　②場面や人物の心情の変化の読み取り
　・本文中の四首に関する登場人物の心情についての「和歌クイズ」を作成する。
「『あづま下り（伊勢物語）』を双六にしよう（国語総合）」の授業構造
⑵　第⑿時の授業［模擬授業］
　8班は、上掲の授業構造を基に、以下の学習指導案（抜粋）を自力で作成した。学習指導
案の作成方法に関して、「中等国語科指導法Ⅰ」ではほとんど指導していない（班員 4名中
2名は、「初等国語科指導法」において、吉田による学習指導案作成の授業を受講している）。
学習活動 指導の留意点（○）評価（●）
導
入
⑴前時の内容を振り返る。
⑵教師の作成した双六のモデルを提示する。
展
開
⑶双六の作成方法を説明する。
　①コマ割りのやり方を確認する。（4ゾーン［段落］・それぞれ 6場面）
　②「旅立ちの理由ゾーン」を使い、コマ内容の作成練習をする。（6
場面に分割→ 15 字以内に要約）
　③班員がそれぞれ「八橋ゾーン」「駿河ゾーン」「すみだ川ゾーン」を
担当し、ワークシートを用いてコマ内容を作成する。（6場面に分
割→ 15 字以内に要約）
　④それぞれが大方出来上がったら、模造紙の配置を説明して、実際に
双六を作成する。
　⑤完成した双六を他の班に回し、双六のコマの内容に不整合の部分が
ないかを確認させる。見つけた不整合な点、さらに、その班の良い
点などを付箋に書いて貼らせる。
　⑥和歌に込められた心情を「和歌クイズ」として作成する。
○模造紙による掲示物を提示
し、視覚的にわかりやすい
ように説明する。
●ワークシートに従って、場
面分けし、要約文を書いて
いる。（ワークシート）
●不整合な部分、良いと感じ
た部分を付箋に書いている。
（双六シート）
「『あづま下り（伊勢物語）』を双六にしよう（国語総合）」の学習指導案（8班）［抜粋］
　それぞれのコマに「作品の筋（ストーリー）」が書かれ、和歌クイズに「場面や人物の心
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情の変化」が表現される、つけるべき力が具体化された表現物として作成しようと考えてい
る意図が読み取れる。
⑶　第⒀時の授業［模擬授業の「指導観」の作成］
　三つの班が模擬授業を終了した後、これまで練習してきた形式にしたがって、「指導観」
を自力で記述させた。次の文章は、前掲の学習指導案で模擬授業を担当した 8班の学生のも
のである。
　本単元は、「『あづま下り（伊勢物語）』を双六に書き換える」という言語活動を通して、「国語総合」の「C
読むこと」の指導事項「Cエ　文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手
の意図をとらえたりすること」と、〔伝統的な言語文化と国語の特質〕の指導事項「伝ア（ア）　言語文化の
特質や我が国の文化と外国の文化との関係に気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること」を指
導するものである。
　指導にあたっては、まず、学習の見通しを持たせ、音読を中心に「あづま下り」のストーリー、場面の展
開と大体の内容を読み取る。次に、学習プリントに沿って、本文を 4段落、段落ごとに 6場面に分けて 15
字以内で内容を要約する。さらに、双六と本文、口語訳を読み合わせて不整合な部分を修正する。そこでは、
作品全体の筋（ストーリー）をとらえる力が発揮される。
　実際に双六を行う場面では、止まったコマに主人公としての気持ちをツイート（書き込み）として、ふせ
んで貼り付ける。ここでは、「場面や人物の心情の変化」を読み取る力が発揮される。
　最後に、双六を振り返ることで、歌物語としての構成や展開と、和歌による心情表現の仕方をまとめる。
そこでは、根拠を明確にしながら、客観的に文章の内容や表現の仕方について判じる力が十分に発揮される。
「『あづま下り（伊勢物語）』を双六にしよう（国語総合）」の「指導観」
　モデル文を使った練習を含めて五回目の記述となるので、「どんな言語活動でどの言語能
力をどのような手立てで身につけるのか」といった、「どのように力をつけるのか」を言語
によって明確に体系化できるようになってきていることがわかる。
5　研究のまとめと今後の課題
　本稿では、「活用型」学習を構想・実践できる授業力を模擬授業を体験することを通して
獲得させることをねらいとしている。それを他の授業文脈でも使用可能な汎用性のある「実
践的な授業力」として獲得させるために、授業を省察することで体系化し、「どのように力
をつけるのか」――つまり、「どんな言語活動でどんな言語能力をどのような手立てで身に
つけるのか」を自覚的に認識（メタ化）させる方法で内化をうながそうとした。五回にわた
り、〈①単元構想（手立ての考案）→②提案（モデル）授業・模擬授業の実施→③「指導観」
の記述〉のサイクルを繰り返すことで、学生たちは具体的な授業をメタ化して一般化するこ
との有効性について気づいていった。8班で前掲の「指導観」を記述した学生は、授業を振
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り返って次のように感想を述べている（授業最終回の「授業評価アンケート」より）。
　先生の授業で最も印象に残っているのは、「授業をメタ的に聞く」というものです。先生の授業を半分は
生徒の立場で受け、もう半分を「なぜ授業が楽しいのか」「どのようにこの言語活動が学びにつながってい
くのか」と考えながら受けることは僕にとってとても新鮮でした。先生の授業をただただ聞いていた最初の
方よりも「先生は何を学ばせたいのか」をメタ認知によって明らかにし、授業を受けた時の方がはるかに充
実しているように感じました。「今、○○という力を養うために○○という言語活動をしている」と読み解
いた瞬間はドキドキします。（略）
　授業をメタ化することの重要性への気づきは、模擬授業を実施すれば自然に発動するもの
ではなく、メタ化をうながす教員の関与が不可欠であったと考える。
　今後の課題としては、具体的な実践を一般化した形でメタ化した「実践的な授業力」を、
異なる授業文脈の中で「再具体化」させる「往還する授業」の構築をあげておきたい。
注
⑴　時田（2009）では、1987 年 12 月 18 日の「教員の資質能力向上方策等について」（教育
職員養成審議会答申）に、「実践的教育力」の構成要素として、使命感、人間の成長・発
達の理解、教育的愛情、専門的知識、教養の 5つがあげられていると説明している。
⑵　時田（2009）は、「教職大学院では、『実践的指導力』をいっそう授業に特化した力量、
即戦力と捉えている（p.250－251）」と述べている。
⑶　たとえば、以下のような大学における実践が報告されている。
　　有沢俊太郎・桑原哲朗（2005）「『初等国語科指導法』受講生の国語教師としての資質
－『ごんぎつね新聞』における問題傾向の考察－」『上越教育大学研究紀要』第 24 巻第 2号：
317－332
　　坂口京子（2008）「教師教育としての言語の教育－小学校教員養成課程における実践「イ
ンタビュー作文」『ひと』」を中心に－」記念論文編集委員会編『浜本純逸先生退任記念論
文集　国語教育を国際社会へひらく』溪水社：199－211
⑷　それぞれの領域・事項で模擬授業を実施した単元は、以下の通りである。
　①「B　書くこと」
　　「観光パンフレットを批評しよう～説得力のある文章を書く～」（中 3）（「評価規準の作
成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校　国語】」：47－54）
　②「C　読むこと」
　　「『少年の日の思い出』を朗読しよう～自分のものの見方や考え方を広げる～」（中 1）（「評
価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校　国語】」：62－67）
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　③〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（古典）〕
　　「あづま下り（伊勢物語）を双六にしよう～文章の構成や展開を確かめる～」（国語総合）
（「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【高等学校　国語】」：50－
55）
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